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学
生
・
生
徒
の
た
め
に

令和３年６月1日発行

　

み
な
さ
ま
、
い
つ
も
綾
栄
会
に
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま

ん
延
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
予
防
対

策
や
生
活
維
持
の
た
め
活
動
さ
れ
て
い

る
皆
様
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
罹
患
さ
れ
た
皆
様
、
困
難
に
向
か

わ
れ
て
い
る
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
、
緊
急
事
態
宣
言
の
複
数
回
の
発
出

は
本
学
園
に
も
様
々
な
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。「
登
校
し
て
学
ぶ
」
と

い
う
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
が
な
か
な
か

難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
対
策

を
講
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
各
種「
実
習
」

で
は
実
習
台
一
台
当
た
り
の
人
数
を
少

な
く
し
、
調
理
し
た
も
の
は
喫
食
時
間

を
短
時
間
で
済
ま
せ
る
な
ど
安
全
安
心

の
学
び
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
学
修
も
昨
年

度
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
ハ
イ
フ
レ
ッ

ク
ス
型
」（
対
面
・
同
期
オ
ン
ラ
イ
ン
・

非
同
期
オ
ン
ラ
イ
ン
が
提
供
さ
れ
、
学

生
が
自
在
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
授
業
形
態
） 

の
学
修
時
間
の
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
間
割
を
工

夫
し
、
曜
日
ご
と
に
登
校
し
た
り
、
家

庭
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

科
目
配
列
に
変
更
す
る
等
、
対
応
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
一
人
ひ
と
り
の
安
全

安
心
の
た
め
に
対
応
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
教
育
研
究
機
関
と
し
て
発
信
も
大

切
な
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
学
園
Ｈ
Ｐ
を

よ
り
一
層
活
用
す
る
こ
と
や
「
菓
子
工

房
プ
ラ
ン
タ
ン
」「
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

「
出
版
部
」「
栄
養
科
学
研
究
所
」
等
の

Ｈ
Ｐ
、Instagram

や
動
画
、
専
門
学

校
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は
多
く
の
ア
ク
セ

ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

学
生
・
生
徒
募
集
に
つ
き
ま
し
て
も
オ

ン
ラ
イ
ン
型
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

も
含
め
、
今
日
求
め
ら
れ
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
を
活
か
し
な
が
ら
情
報
発
信

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
は
社
会
全
体
で

も
広
が
り
を
見
せ
、
こ
の
度
本
学
が
、

文
部
科
学
省
に
申
請
を
行
っ
て
い
た

「
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
教
育
の
実
現
を
目

指
し
た
Ｄ
Ｘ
推
進
に
係
る
統
合
型
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」の
取
り
組
み
が「
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育

高
度
化
プ
ラ
ン
」
の
実
施
機
関
と
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を

含
め
て
今
後
も
学
生
・
生
徒
に
寄
り

添
っ
た
教
育
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
法
人　

香
川
栄
養
学
園

女
子
栄
養
大
学
大
学
院

女
子
栄
養
大
学
・
女
子
栄
養
大
学
短
期
大
学
部	

香
川　

明
夫

香
川
調
理
製
菓
専
門
学
校

理
事
長
・
学
長
・
綾
栄
会
会
長
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苦
し
い
時
こ
そ
志
高
く
、

世
界
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い

女
子
栄
養
大
学　

副
学
長	
磯
田　

厚
子

　

平
素
よ
り
、
本
学
園
に
ご
支
援
ご
協

力
く
だ
さ
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世
界
全
体

の
累
計
死
者
数
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ス
大
学
に
よ
れ
ば
五
月
中
旬
現
在

約
三
百
万
人
で
、
累
計
感
染
者
数
は

一
億
四
千
万
人
。
世
界
人
口
の
約
一
．

八
％
に
及
び
ま
す
。
経
済
的
に
も
大
き

な
打
撃
と
な
り
、
日
本
で
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
上
の
落
ち
込
み
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
は
二
〇
一
五
年
九
月
に

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

を
掲
げ
、
各
地
で
起
き
て
い
る
格
差
や

環
境
問
題
、
武
力
紛
争
、
人
権
侵
害
や

労
働
搾
取
、
飢
餓
や
健
康
問
題
な
ど

十
七
の
目
標
を
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
撲

滅
す
る
こ
と
を
共
通
目
標
と
す
る
と
宣

言
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
―N

o one 
w

ill be left behind

」
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
前
身
で
あ
る
二
〇
〇
〇

年
に
採
択
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
で
、
そ
の
第
一
目
標
の
一
つ
で
あ
っ

た「
飢
餓
の
撲
滅
」は
、
最
も
達
成
出
来

な
か
っ
た
目
標
で
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

第
二
目
標
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
す
。

　

国
連
は
毎
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
進
捗
報
告
書

を
出
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
七
月
発
行

の
最
新
版
で
は
、
衝
撃
的
な
内
容
を
報

告
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
は
二
〇
一
九

年
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大

前
の
段
階
の
も
の
で
す
が
、
目
標
二
の

「
飢
餓
を
ゼ
ロ
」
に
は
、
む
し
ろ
、
食

料
不
安
を
抱
え
る
人
が
二
〇
一
四
年
の

二
十
二
．
四
％
だ
っ
た
の
が
二
〇
一
九

年
末
に
は
二
十
五
．
九
％
に
増
加
し
、

子
ど
も
の
栄
養
不
良
児
も
二
十
一
．三
％

と
減
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
〇
一
九
年
の
貧
困
問
題
で
も
若

年
労
働
者
が
極
度
の
貧
困
に
陥
る
確
率

が
成
人
の
二
倍
と
示
さ
れ
、
世
界
的
に

む
し
ろ
格
差
が
拡
大
し
た
こ
と
が
見
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
報
告
の
発
行
時
に
は
、
す
で
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
広
が
っ
て

お
り
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
ま
す
。
経
済
へ
の
打
撃
に
よ
り
、

貧
困
は
さ
ら
に
増
加
し
、
生
産
か
ら
流

通
、
販
売
に
い
た
る
食
料
シ
ス
テ
ム
も

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
加
え
て
感
染
症
と

い
う
健
康
被
害
に
よ
り
栄
養
状
態
の
悪

化
が
見
込
ま
れ
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
度
が

世
界
で
十
七
位
と
、
先
進
国
と
し
て
は

不
名
誉
な
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

日
本
の
栄
養
状
態
は
比
較
的
良
い
と

思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
一
九
年
国

民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
で
は
、「
や
せ
」

と
判
定
さ
れ
る
栄
養
不
足
が
、
女
性
で

十
一
％
お
り
、
特
に
若
者
と
高
齢
者
に

そ
れ
ぞ
れ
二
〇
％
い
ま
す
。
日
本
で
も

子
ど
も
の
貧
困
や
食
料
問
題
が
広
が
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
学
は
、
ま
さ
に
栄
養
と
健
康
問
題

に
取
り
組
む
学
園
で
す
。
建
学
の
精
神

「
食
に
よ
り
人
間
の
健
康
の
維
持
・
改

善
を
図
る
」
の
も
と
、
栄
養
学
の
実
践

を
通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
に
関

連
す
る
取
り
組
み
を
今
後
も
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
国
内

外
で
栄
養
問
題
に
取
り
組
む
よ
り
良
い

人
材
の
育
成
に
励
み
た
い
と
思
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

◆�

学
園
Ｈ
Ｐ

　
「
女
子
栄
養
大
学
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」・

　

�「
社
会
連
携
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
つ
い

て
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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学園独自の
令和２年度 奨学金貸与者・
給付者のご報告

・横巻のぶ記念奨学金（貸与）	 1名

・北郁子奨学基金（給付）	 9名

・DNP奨学金（給付）	 10名

・野口医学研究所奨学金（給付）	16名

・大学院入学生奨励
　「浅野嘉久賞」（給付）	 4名

令
和
２
年
度　
香
川
栄
養
学
園

「
臨
時
奨
学
金
」の
第
三
次
申
請
の
ご
報
告

　

綾
栄
会
ニ
ュ
ー
ス
前
号
に
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急
支
援
奨
学
募
金
」
で
、

多
く
の
皆
様
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
ご
厚
意
に
よ
り
、
本
奨

学
金
を
設
立
し
、
第
一
次
申
請
者
44
名
、
第
二
次
申
請

者
１
１
９
名
へ
の
給
付
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
し

た
が
、
第
三
次
申
請
者
（
申
請
期
限
：
昨
年
12
月
25
日
）

94
名
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
年
１
月
18
日
か
ら
現
金
に

て
給
付
（
給
付
額
：
一
律
２
万
円
）
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
（
延
べ
人
数
２
５
７
名
）。

令
和
２
年
度
「
教
育
・
研
究
促
進
事
業

募
金
」
の
ご
報
告

　

令
和
２
年
度
「
教
育
・
研
究
促
進
事
業
募
金
」
で
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
次
の
内
容
に
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
教
育
・
研
究
施
設
設
備
等
の
充
実

【
駒
込
・
坂
戸
両
キ
ャ
ン
パ
ス
】

　

・
防
災
備
蓄
倉
庫
の
増
設

　

・
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

【
駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス
】

　

�

正
門
よ
り
校
舎
に
つ
な

が
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
改

修
工
事
／
厨
房
機
器
の

一
部
入
れ
替
え
／
老
朽

化
に
伴
う
教
室
内
机･

椅
子
の
一
部
入
れ
替
え

／
３
号
館
空
調
設
備
の

更
新

【
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
】

　

�

１
号
館
の
耐
震
化
工
事
／
２
号
館
調
理
実
習
室
調
理

台
入
れ
替
え
及
び
Ａ
Ｖ
機
器
の
更
新
／
６
号
館
空
調

設
備
の
更
新

◎
奨
学
金
制
度
の
充
実

　

�

浅
野
嘉
久
賞
奨
学
金
・
Ｄ
Ｎ
Ｐ
奨
学
金
・
野
口
医
学

研
究
所
奨
学
金
等
。
詳
細
は
最
下
段
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

令
和
３
年
度　
香
川
栄
養
学
園

「
家
計
急
変
給
付
奨
学
金
」・

「
臨
時
奨
学
金
」
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
現
在
も

継
続
し
て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
昨
年
度
に
創

設
し
ま
し
た
本
奨
学
金
を
通
じ
て
、
経
済
的
な
支
援
が

必
要
な
学
生
・
生
徒
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
「
家
計
急
変
給
付
奨
学
金
」
は
、
５
月
17
日

～
６
月
８
日
迄
、
学
生
・
生
徒
か
ら
申
込
受
付
し
、「
臨

時
奨
学
金
」
は
、
９
月
以
降
に
受
付
を
開
始
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
「
家
計
急
変
給
付
奨
学
金
」
は
、
修
学
意
欲
、
人
物

と
も
に
優
良
で
あ
り
な
が
ら
主
た
る
家
計
支
持
者
の

失
業
、
倒
産
等
に
よ
り
家
計
状
況
が
急
変
し
、
修
学

困
難
に
な
っ
た
学
生
・
生
徒
に
、
今
年
度
後
期
の
学

費
か
ら
給
付
額
相
当
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で

す
（
給
付
額
：
20
万
円
）。

●
「
臨
時
奨
学
金
」
は
、
臨
地
・
校
外
実
習
先
及
び
教

育
実
習
先
施
設
等
か
ら
実
習
予
定
学
生
の
ア
ル
バ
イ

ト
自
粛
の
要
望
等
に
基
づ
き
、
本
学
園
が
当
該
学
生

に
対
し
て
実
習
開
始
前
１
ヵ
月
間
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

禁
止
ま
た
は
自
粛
の
要
請
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
来
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
一
部

の
補
填
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
（
給
付
額
：
一
律

２
万
円
）。

給
付
型
奨
学
金

『
岡
本（
旧
姓 

齋
藤
）萌
実
記
念
奨
学
金
』

が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

本
学
大
学
院
栄
養
学
研
究
科
保
健
学
専
攻
に
お
け
る

研
究
者
養
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
岡
本

（
旧
姓　

齋
藤
）
萌
実
記
念
奨
学
金
』
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
奨
学
金
は
、
本
学
栄
養
学
部
保
健
栄
養
学
科
保
健

養
護
専
攻
の
卒
業
生
、
岡
本
（
旧
姓　

齋
藤
）
萌
実
氏

の
ご
遺
族
で
あ
る
齋
藤
昭
夫
様
、
純
子
様
の
ご
篤
志
に

よ
り
、
ご
息
女
の
萌
実
氏
の
遺
徳
を
偲
び
、
そ
の
遺
産

か
ら
の
寄
付
金
を
奨
学
金
の
原
資
に
充
て
る
も
の
で

す
。

　

本
奨
学
金
は
、
本
学
大
学
院
栄
養
学
研
究
科
保
健
学

専
攻
の
在
学
生
の
う
ち
、
学
業
成
績
が
優
秀
な
者
に
対

し
、
次
に
定
め
る
と
お
り
、
後
期
の
学
費
か
ら
給
付
額

の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
よ
り
運
用
が

始
ま
り
、
既
に
３
名
の
学
生
が
本
奨
学
金
を
受
け
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

修
士
課
程
（
１
年
生
）　

２
名
以
内　

年
額
５
万
円

　

修
士
課
程
（
２
年
生
）　

２
名
以
内　

年
額
５
万
円

　

博
士
後
期
課
程　
　
　

２
名
以
内　

年
額
５
万
円

令
和
３
年
度　
入
試
成
績
優
秀
者

特
待
生
制
度
に
つ
い
て
の
ご
報
告

　

平
成
29
年
度
か
ら
女
子
栄
養
大
学
・
女
子
栄
養
大
学

短
期
大
学
部
の
入
学
選
抜
試
験
に
お
け
る
成
績
優
秀
者

に
対
し
て
学
納
金
の
一
部
を
支
援
し
、
勉
学
を
奨
励
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
入
試
成
績
優
秀
者
特
待
生
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
制
度
は
、
一
般
選
抜
１
期

に
お
け
る
成
績
優
秀
者
に
対
し
て
、
初
年
度
学
費
の
う

ち
、
前
期
分
授
業
料
を
給
付
す
る
制
度
で
、「
教
育
・

研
究
促
進
事
業
募
金
」
の
う
ち
、
本
学
園
の
教
職
員
か

ら
の
寄
付
金
を
充
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
春
の
新
入
生
に
お
い
て
、
栄
養
学
部
５
名
・
短
期

大
学
部
１
名
の
計
６
名
に
そ
れ
ぞ
れ
特
待
生
と
し
て
給

付
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
実
施
す
る
入
試
か
ら
本
制
度
対
象
者

を
拡
充
し
、
短
期
大
学
部
総
合
型
選
抜
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
特
待
生
と
し
て
合
格
し
た
来
春

の
入
学
者
５
名
に
対
し
て
も
、
前
期
分
授
業
料
を
給
付

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
（
成
績
上
位
３
名
は
前
期

分
授
業
料
全
額
・
次
位
２
名
は
そ
の
半
額
を
そ
れ
ぞ
れ

給
付
）。

綾
栄
会
事
務
局
よ
り
の
ご
報
告

香川栄養学園　女子栄養大学古本募金 検索

≪令和２年度　香川栄養学園 女子栄養大学古本募金のご報告≫
申込件数：29件（2,110冊）/寄付金額：48,909円

（昨年６～ 11月迄、新型コロナウイルス感染拡大の影響等により受付停止）
お申込みを頂きました皆様に御礼申し上げます。

ご不要になった本やＣＤ・ＤＶＤなどをご提供いただき、その買取価格が全額、本学
園への寄付となるものです。日本の「食と健康」の将来を担う本学学生・生徒の支援
のために役立てられます。古本募金でご支援いただきましたご寄付は、本学学生・生
徒が希望する図書の購入など、教育・研究環境の整備に活用させていただきます。

香川栄養学園　女子栄養大学古本募金をご活用ください。

（提携会社）㈱バリューブックス
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個人

法人

⃝ 2回以上ご寄付をいただいた個人・法人のご芳名も1回の掲載とさ
せていただきました。

⃝ 住所・氏名など変更がありましたら、お手数ですが綾栄会事務局
（TEL03 - 3918 - 3701 E-mail:bokin@eiyo.ac.jp）までご連
絡をお願いいたします。
また、綾栄会に関するご希望、ご意見も遠慮なくお寄せください。

ご寄付をいただいた方々のご芳名を掲載しております
（五十音順、敬称は省略させていただきました）。
ご支援を賜りありがとうございました。御礼申しあげます。

香 川 栄 養 学 園

ご 寄 付 者 一 覧

荻原　英子
奥堂　雅之
長田　斎	
小野　仁子
皆田　健太郎
香川　明夫
香川　靖雄
金澤　久美子
亀田　紘子
川内　唯之
川端　輝江
川原田　聡子
木下　峻介
國吉　君子
久保田　徳子
熊谷　ヒロ子
小池　澄子
小松　孝正
五明　紀春
小森　明
佐伯　文子
坂本　幸子
佐々木　浩二
佐藤　智英
佐藤　初代
佐藤　洋子

里見　豊子
自覚　真由美
渋谷　まさと
清水　豊
白石　千惠子
新開　省二
菅原　久美子
杉浦　弘子
住友　裕子
相馬　英里
染谷　忠彦
高橋　保子
田島　初男
田中　明
田中　允
玉城　香代子
土屋　純一
手塚　貴子
出羽　式子
富永　暁子
冨野　博樹
仲川　浩美
中里　富美子
中津井　祐一
中屋　祐子
根岸　由紀子

野村　義行
橋詰　廣道
橋本　幸治
橋本　英明
橋本　紀子
長谷川　満
原口　英男
菱田　裕子
平田　美和子
平田　隆子
深堀　聖子
吹春　秀典
藤原　悠	
藤原　泰子
古川　瑞雄
古田　咲千子
古海　大輔
眞木　恵子
松尾　節子
松岡　都
松本　保
宮澤　紀子
三好　恵子
村上　陽子
矢澤　洋子
山田　恵子

山森　美里
吉川　僚一
脇田　慎司
和㟢　祥子
渡部　修司

保護者
在校生

勝野　千恵子
木村　恵子
齋藤　昭夫
齋藤　純子
棚原　律
仁田　玲子
野崎　京子
原田　守
藤田　幸彦
宮川　淑子
山本　英子

匿名41名

卒業生
篤志家
学園教職員
相原　晶子
秋村　芳子
浅野　嘉久
足立　望	
新井　眞一
石田　憲治
石原　雅義
石山　三貴男
一松　倫子
井手　政司
伊藤　光代
稲葉　三起夫
稲山　貴代
犬塚　恭子
井元　りえ
内野　美保
大河内　教好
大留　光子
大沼　久美子
大沼　由美子
大野　治信
小川　孝	
沖井　澄子

栄養食株式会社
坂戸ガス株式会社
株式会社　ＤＮＰファシリティサービス
トキ水産

米国財団法人　野口医学研究所
松井建設株式会社
株式会社　丸十大屋

第57回報告

令和2年12月〜 3年3月末日お申し込み分

香川栄養学園　教育・研究促進事業

《募金報告》 令和2年12月1日
～令和3年3月31日

個人 法人 合計
金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数

8,083,228円 200件 5,400,000円 9件 13,483,228円 209件

香川栄養学園　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急支援奨学募金

《募金報告》 令和2年5月26日
～ 11月30日

個人 法人 合計
金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数

20,930,217円 526件 4,490,000円 35件 25,420,217円 561件
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